
地域エネルギー交流会 2019 年 12 月 議事録 
 

2019 年 12 月 23 日（月）12 時～13 時 

 広島大学総合科学部 第 3会議室  

 

出席者；小野寺、市川、栗濱、古山（コヤマ）（広島大）、小池（エコネット東広島） 

薦田（市民協働センター）、藤瀬（クロスサイエンティア；東京） 

吉田、本永（市役所農林）、温井（市役所環境対策課） 

     

１．近況・情報交換 

 ・藤瀬（クロスサイエンティア；東京）；広島大学出身（生物圏で修士、オーストラリアで博士） 

研究と企業の連携を試行 

 

２．次回シンポジウム；3月 9日（月） 

テーマ；「持続可能社会ー里山とエネルギーと地域」（SDGs とバイオマス産業構想、里エネ or 地域循環共

生圏） 

 ・市長の講演；環境先進都市ビジョン、新エネルギーに関連して、 

・再来年度の構想；マイクログリッド（餘利野 直人先生）→依頼（准教授、助教の方々も） 

 ・田中先生；持続可能性、 

 ・地域活動；薦田さん、or 大崎下島の地域活動のグループ 

 ＠総合討論案；市のこれまでの課題を少し整理していただきつつ 

「バイオマス産業都市構想をどう駆動していくのか」  

   コメント；行政、民間、エコネット 

   ゴールは明確なのか？→ゴールを見える化するところが、この討論のゴール 

    里山をどうするのか？ 

    持続可能なのか？  

 

３．エネルギー事情 

・大崎上島の火力発電所関連； 

・カーボンリサイクルと研究施設 

・経産省とのからみで県の動きはあるのではないか；来年度あたりで  

  ・中国新聞の記事；観光で島がにぎわっている 

  ・回収率をあげていく、2050 年に稼働 

    →「スピード感が遅い」（グレタさん） 

 ・水素；オリンピック、万博に向けて 

 ・スピード感をあげるためには？；行政・NEDO 主導ではないアプローチが必要 

 

４．3/9；市内野外研修； 

・賀茂バイオマスセンター、大道山炭工房（コミュニティスクールなど） 

・市内；小学校 7つ閉校→跡地利用という事情 

  雲南市；バイオマス 

 ・シンポジウム・エコツアーと連動「賀茂バイオマスセンター、福富・豊栄の森などをめぐる」 

  ジビエを楽しむ（案）も残しつつ 

 

４．次回；1月 8日（水） 

市役所 会議室（未定） 

 


